
第２回 事例検討
上向結腸癌余命6ヶ月からの生還

社団法人 日本医療催眠学会会員
限定

参加費無料



2022/12/15 (木)

お申込み　
https://japan-mha.com/event15.html

20:00-21:30

オンライン（ZOOM）開催

志賀 一雅 氏 
1983年 脳力開発研究所設立　現在は相談役　
日本サイ科学会理事、日本医療催眠学会顧問
2011年　米国HHS（米国保険社会福祉省）より
GOALD AWARD（金賞）を受賞 
最新著書「神さまの周波数とシンクロする方法」
（ビオ・マガジン）」他多数

西口 裕 理事 
コスモソフィア代表 
ホリスティッククリニック コスモソフィア健幸院 院長
三重県立看護大学客員教授
医師　医学博士

大槻 麻衣子 理事 
大槻ホリスティック代表
ハートマス研究所認定トレーナー
臨床ヒプノセラピスト『心の庭療法』開発者

仕事でタイとインドに出かけることになり念のために健康診断を受けたら拳大ほどの
悪性腫瘍が上向結腸にできており即入院手術しないと余命６ヶ月との診断だったが、
仕事の都合で2か月後に入院手術を受けたら悪性腫瘍の塊が壊死状態だった。その後6
ヶ月毎の検査を受け7年経過したが再発もなく健康状態なので詳細を報告する。


